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社会科学科歴史の教材構成原理
一 匚類型的理論」探求学習の場合 一

Ａ Theory  of Material Construction of Teaching History as Social Sciences Education:

In  the Case of Inquiry abou 七Patterns of Social Phenomena

Ｉ。はじめに

歴史的事象そのものに意味はない。歴史教育は，

個々の歴史的事象そのものの教授から脱却し，科

学的社会認識形成のための手段として機能しなけ

ればならない。歴史的事象を用いて社会諸科学 の

知識を子どもに探求させてゆく必要があろう。

社会科学科歴史は，以上のような教育論に立脚

するものとして認知されてきた。しかし，どのよ

うな科学的知識（社会諸科学の理論・法則）を，

どのように選択・配列し，どのように学習させれ

ばよいのか。教育論を実践へと具体化する方略に

ついては，いまだ未解明の部分が多い。

これまでに社会科学科歴史の最も代表的なもの

とされ， 研究 が蓄積されてきた教材は, B.G. マ

シャラスの『探求 による世界史』1）であ る。 この

教材は，社会科学科歴史の教材構成における一つ

のあり方を示した。

研究成果からみれば，この教材は，特殊な条件，

時代，地域に限定されない概念や一般命題を基礎

にして構成されている。特に，ここで習得がめざ

され，提示される知識は，人間社会や歴史一般に

みられる規則性を叙述したもの，あるい は多少の

留保がっ きながらも普遍性の高いもの，すなわち

厂普遍的理論」2）である。『探求 による世界史』で

は，様々な過去社会の分析を通して，政治 システ

ムや経済組織，社会構造など，社会システムに関

する普遍的原理的な理論・法則を抽出させること

が，原則としてめざされている3）。

「普遍的理論」を習得させる教材は，事象や事

実の生起や影響を予測し，制御することを広く可

能にする。しかし，われわれが読み解いてゆかね

ばならない社会は，普遍的な理論のみで捉えきれ
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るわけではない。実際の社会には，普遍的な規則

性も存在するが，いくつかの類似した社会や事象

に固有の傾向性や特色の方が数多く存在する。子

どもの認識を深化・拡大させてゆこうとすれば，

それらを捉えるためのより限定された理論を中心

に学習を組織することも必要とされるのではない

か。そのための教材構成はいかにすればよいのか。

結論 を先取 す ると， そ の方 略 は 匚類型 的理

論」4）探求学習としての教材構成に求 められる。

アメリカ合衆国では，匚普遍的理論」 の教授を目

的とする歴史教材が開発される一方，同じ類型の

社会や事象を捉えてゆくための理論， すなわち

厂類型的理論」を中心的に教授する教材が開発さ

れてきた。その開発者にＤ.Ｄ.アルダーとG.M. リ

ンデンがいる‰ 本稿では，両者が1977 年に編

集・出版した『世界史教育：歴史人類学的アプロー

チによる構造化された探求』6）（以下，本教材と略

記）を取り上げ， まずはそれがどのように構成さ

れているのかを示したい。その上で，あらためて

教材構成の基本原理とその意義を整理してゆこう。

なお，本教材は，教師用ガイドとしての性質を持

ち，それ自体で世界史の全課程を完結させようと

いうものではない。本教材を応用しつつ，教師が

他の内容（単元）を補いながら自主的に世界史課

程を編成することが求められている7）。本稿では，

教材構成の方法を原理的なレベルで示すことによっ

て，他の内容の学習にも適用できる指針を提示し

たい。

ｎ。『世界史教育：歴史人類学的アプローチに

よる構造化された探求』の教材構成

１．全体構成
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（1） 理論的モデ ルの系列に基づく単元設定

社会科学科歴史 として教材を構成する場合，第

一に問題になるのは，何を子どもの研究対象に設

定し，それをどのように配列するか， ということ

である。 その原理を抽出するために，本教材を分

析して整理すると，表 工のようになる。表１は，

左列 に 匚単元」を列挙し，匚主 な学習内容」 に教

材の事実を概略した。「事例」 と 厂内容組織化の

視点」 は筆者が教材から抽出して示してい る。

単元設定の第一の原理となっているのは，社会

科学が多様な社会や事象を類型化し抽象化しでっ

くりあげた理論的モデルを研究対象に選定し，そ

の系列に基づいて単元を配列する，というもので

ある。世界史上，様々な社会で様々な事象が生起

したが，社会科学はそれらの中に類似性を見出し，

分類を試みてきた。本教材は，人類学（あるいは

社会学）が分類して示した４つの社会の理論的モ

デルを取り上げ，それを発展段階に従って配列す

る，という手順で構成されている。なお，本教材

は，様々な著者による９つの単元で構成されてい

る。全単元が完全に同じっくり方になっているわ

けではないが，すべてに通じている原理で第工単

元から説明すると以下のようになる。

第１単元では，これから多様な社会を分析する

ための視点 となる文化的普遍素(Cultural

Universals) を発見させ，そのリストを作らせる。

ここでは，19 世紀から20 世紀のアメリカのナバ

ホ・インディアン社会と20 世紀後半のスペイン

村社会，そしてアステカ族の社会を比較させ，そ

の中に共通して存在する文化の要素を抽出させよ

表 １　全体構成一『世界史教育：歴史人類学的アプローチによる構造化された探求』の場合一

単　　 元 主　な　学　習　内　容 事　例 内　容　組　織　化　の　視　点

１
文化的見方によ

る世界史教育

○ナバホ社会，スペインの村社会，アステカ

社会の文化的特質

○ナバホ社会，スペインの村社会，アステカ

社会の文化の中に共通する文化的普遍素

ナバホ社会(19-20

世紀)，スペインの村

社会(20 世紀後半)，

アステカ社会

(16 世紀)

様々な社会に共通する

文化的普遍棄

(例：家族組織，政治，財産，

宗教的慣例など＝後の単元の

社会を捉える視点となる)

理

論

的

モ

デ

ル

の

系

列

に

基

づ

＜

単
一71;
設

定

２

私たちの現在の

祖先：過去を理

解するための現

在の学習

○ピナツボ ，ネグリト，ネトシリク・エスキ

モー，ブッシュマンの生活場所，環境の利

用法，その環境に適応する際の問題，それ

ぞれの類似性と相違性

○ピナツボ・ネグリト，ネトシリク・エスキ

モー，ブッシュマンに生じた問題，それぞ

れの原因と結果，可能な解決法

○狩猟採集社会での環境問題対策と，今日の

アメリカの環境問題に，その方法が適合す

る度合い

ピナツボ・ネグリト

社会（20 世紀後半），

ネトシリク・エスキ

モー社会（20 世紀後

半），ブッシュマン社

会（20 世紀後半）

狩猟採集社会

伝統社会

３

農耕牧畜社会：

バントゥー語を

話すアフリカ人

○バントゥー社会の文化的特質

○農耕牧畜社会での集団のニーズの満たし方

と，今日のアメリカのニーズの満たし方に，

その方法が適合する度合い

バントゥー社会

(19-20 世紀)
農耕牧畜社会

４
新しい世界文明

のおこり

○マヤ社会の文化的特質

○単純農業社会が「文明」の条件を満たして

いる度合い

マヤ社会

(3-10 世紀)
単純農業社会

農業社会

５ 中国の村社会

○中国社会の文化的特質

○高度農業社会が「文明」の条件を満たして

いる度合い

中国社会

(20 世紀前半)
高度農業社会

６
ヨーロッパの産

業革命

○ヨーロッパ社会の文化的特質

○工業化が先発国社会の文化に与える影響

ヨーロッパ社会

(18-20 世紀)
先発国社会

工業社会
７ 日本の産業革命

○日本社会の文化的特質

○工業化が後発国社会の文化に与える影響
日本社会

(19 世紀後半)
後発国社会

８
ポストエ業化の

アメリカ

○アメリカ社会の文化的特質

○ポストエ業化が自由主義社会の文化に与え

る影響

アメリカ社会

(20 世紀後半)
自由主義社会

ポストエ業

社会
９
ポストエ業化の

ナチスドイツ

○ナチスドイツ社会の文化的特質

○ポストエ業化が全体主義社会の文化に与え

る影響

ドイツ社会

(20 世紀前半)
全体主義社会

(Alder, D.D., Linden, G.M., eds., TEACHING WORLD  HISTORY:  STR びCTURED  INQ びTRY  Th£ＲＯびGH  A HISTCつ沢瓦:al-

ANTHROPOLOGICAL  APPl?OACH,  Social Science Education Consortium, 1977 をもとに筆者作成。)
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うとする。（人類学者ウィッスラーの普遍文化型

を参考にして，社会に共通する文化的普遍素を列

挙するＯ家族組織，政治，財産，宗教的慣例など

が挙げられる。） この単元は， 全単元の導入的な

位置づけであり， ここでリストにした文化的普遍

素を視 帽こして後の社会の研究が行われる。

第 ２単元と第 ３単元 は，本教材第一の理論的モ

デルである伝統社会を研究対象にしている。第 ２

単元では，最 も初期の伝統社会を学習するために，

現在でもその面影を残しているピナツボ・ネグリ

ト， ネトシリク・エスキモー， ブッシュマ ン8）の

社会を事例に取り上げている。第 ３単元で は，19

世紀 から20 世紀のアフリカのバ ントゥー社会を

分析させる。

第 ４単元と第 ５単元は，第二の理論的モデルで

ある農業社会を研究対象にしている。第４単元で

は， スペイン人が到着する以前 に独自の農耕文化

を築いていたマヤ社会を，第 ５単元では, 1930 年

代の中国村落社会を学習させるようになっている。

第 ６単元と第 ７単元は，第三 の理論的モデルと

なる工業社会を研究させている。 ここでは，世界

に先駆けて産業革命を経験したヨーロッパと，後

に産業革命を経験し，世界の一先進国になった日

本という二つの事例が扱われる。

第 ８単元と第 ９単元は，第四の理論的モデルと

して，工業よりも情報や知識，あるいはサービス

など技術の側面に価値がおかれるポストエ業社会

を研究させる。世界に先駆けてこの段階に到達し

たアメリカと，情報や知識，プロパガンダを使用

することによって，人々の思考をも変化させた第

二次大戦期のナチスドイツが取り上げられている。

以上に示した４つの社会は，歴史上の事例を通

して学ばれるが，現在の世界においても各地で見

られるものである。歴史上の社会の分析を通して，

現代社会の理解を促すものになっている。

（2） 対比的な下位類型の提示

本教材は，社会に関する理論的モデルの系列 に

従って構成されるが，看過で きないもう一つの原

理を内包している。本教材から導かれる単元設定

の第二の原理は，各モデルをできるだけ現実に対

応させるために，研究対象となる社会の構造をさ

らに細かく分類して，下位の類型を提示する， と

いうものである。本教材の場合で は，４つの社会

のモデルそれぞれについて，異なった性質を示す

２つの下位の社会を用意して提示するしくみになっ

ている。

例えば，伝統社会の中でも，第２単元で取り上

げられるピナツボ・ネグリトとネトシリク・エス

キモー，そしてブッシュマ ンの社会 は狩猟採集社

会である。それに対して，第 ３単元のバントゥー

社会 は，農耕牧畜社会である。

同様の論理で，第４単元は， マヤ社会を事例に

して焼畑中心の単純農業社会の特質を学習させて

いるＯそれに対して第 ５単元は，中国村落社会を

事例にして鉄製農具を使用する高度農業社会の特

質を学習させている。二つの単元は，農業社会が

匚文明」 の条件をどれくらい満たしているのかに

ついても考察させている。

工業社会を研究させる第 ６単元では，ヨーロッ

パを事例に，先発国と工業化の関係を考察させる。

第 ７単元で は，日本を事例に，後発国 と工業化の

関係を学習させている。

ポストエ業社会を研究させる第 ８単元で は，ア

メリカを事例に，情報， サービスが比較的自由に

利用できる自由主義社会の場合を考察させる。第

９単元では， ナチスドイツを事例に，情報やサー

ビスが統制される全体主義社会の場合を扱う。

このように，本教材は，研究対象となる理論的

モデルを，それぞれ場合分けすることによって，

現実社会をより厳密に捉えるための複数の枠組み

を子どもに提示するものになっている。

（3） 歴史像の自主的形成の保障

教材は，事例の選択においても，配慮がなされ

ている。第三 の原理として，分析事例の選択にお

いて は，現代の事例を中心としつつ も，できるだ

け地域が重なることのないように取り上げる，と

いうものが指摘できる。教材は，歴史的な社会発

展の段階で区分されていると同時に， 選択される

事例においても， ヨーロッパ， アフリカ，北アメ

リカ，中・南アメリカ， アジアを網羅し，それを

可能な限り偏りのないように配列する形式 になっ

ている。事例の歴史的変化を因果的に学習して ゆ

くことが求められているわけではないが，子ども

が断片的な事例の学習をつなぎ合わせて，自分な
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りの世界史像そして世界の全体像を自主的に描い

てゆくように期待されている。このような方法に

よって，子どもの認識を時間的空間的に拡大させ

ることができると考えられる。

２。 単元 構成

（1） 分 析視点 の細分 化と 仮説 一検 証 による 単元

展開

理論的 モ デルの系列 に基 づいて大 きく内容を 区

分 した上 で，次 に問 題に なる のは， 一つ の単元 を

どのような方法で構成 するか， とい うことである。

本教 材を 分析す ると，単元を 組織す るに際して は，

研 究対象 の モデル に内在す る傾向 性や パ ター ンを

多面 的 に考察 させ るため に， 分析 視点を 細分化 す

る， とい う原則 を引 き出す こ とがで きる。 また，

学 習 にお いて は分析 視点 に応じて数 多 く の仮 説を

形 成させ， それを同 時並行 的 に検証 さ せる， とい

うし くみに なってい るｏ 本 教材で は，人類 学 の ア

プ ロ ーチで，歴 史上 の社会 を文化 的普遍 素 の視点

か ら分析 させ る。 そ して， 各文化 的普遍 素 に応じ

て， 仮説 一検証 がな されて いる。教 材 の理念を忠

実 に示 す ため に， 編集 者 の一人 Ｇ．Ｍ ．リ ンデ ン

が 作 成 し た第 ８単 元 匚ポ ストエ 業 化 の ア メ リカ

」9）を例 に して，説 明し てゆ こう。

第 ８単元を分析 して まとめた ものが表 ２である。

教 材に は， 残念 なが ら小 単元 の名称 な どが示 され

て い な い 。 そ の か わ り に， 匚活 動(Activity) 」

（単元 によ って 数 は異 な る） と 「評 価(Evalua-

tion) 」 で単元 を構成 し，使用 す る 匚資料 ①ocu-

ment) 」 を セットにしてい る。表 ２の 匚単元 展開」

に示すように，単元 は大 きく 匚導入部」，「‾展開部」，

厂終 結部」 の三つ のパ ート に区分で きるｏ

導入 部 の活動 １ は， 研究対象 を概 観し， そ の定

義 を 探 るパ ー トで ある。 こ こで は，「 ポス トエ 業

社会 とはどのような社会 か」 という問い のもとで，

事例 として の自由主義 社会 アメ リカが紹介さ れる。

ま た， 現代 アメ リカ とこれ まで に学習 し た工業 社

会な どの比較 か ら， ポストエ 業 社会 の特質を 浮 き

彫り にさせ よう とする。 さ らには，学 者や コメ ン

テ ーターによ るポストエ業 社会 の定義 を提示 す る。

現 段階 で は，定 義を 漠然 と知 らせる のみであ り，

最 初 の問 い に答 え るこ とはなさ れない。

-

展開部は，導入部の問いを分析的に考察させる。

展開１では，分析視点を細分化して研究対象に迫

り，仮説の形成が行われる。さらに， グループを

形成させ， グループごとに資料から仮説を吟味さ

せる。本教材の活動２の場合，前半部では， これ

まで の単元で使用してきた文化的普遍素のリスト

を列挙させ，それらとポストエ業化との関係を考

察させている。考察されるのは，例えば家族組織

や，政治，財産，宗教的慣例などである。これら

がポストエ業化によってどのように影響を受 ける

のか，それはなぜなのかを，各自に予測させ，暫

定的な仮説を形成させる。後半部では，グループ

を作 らせ，現代アメリカについて述べている資料

（文書1 ～12 ）を読 み， 仮説の吟味が行われる。

資料 はアメリカの新聞記事が中心であり，それぞ

れの文化的普遍素に関連した情報が含まれている。

これらの情報を考察すると同時に，同じ事柄に対

して も資料の著者 によって視点や意見が異なって

いることに気づかせる。そして，資料からさらに，

ポストエ業化と文化的普遍素の関係についての傾

向性やパターンを引き出させている。

展開２で は，調査を綿密なものにするために，

グループ間の議論によって仮説の吟味を行わせる。

このパートに相当する活動３， ４は， グループ間

で， ポストエ業社会の文化的普遍素がどのような

傾向性やパターンを示すのかを議論させる。グルー

プ間で一致しない見解を議論し，さらに不一致を

解決するために調査すべき項目などを提示して，

吟味がはかられてゆく構成になっている。

展開３は， これまでの資料と議論に基づいて，

仮説を修正させる。活動 ５では，再度， ポストエ

業化と文化的普遍素 の関係について検討させ，仮

説を修正させている。

終結部にあたる 匚評価」では，修正された仮説

を総合させ，またそれを応用させるために，自分

なりの論を子どもに展開させる。ここでは， ポス

トエ業化と文化的普遍素の関係についてのエッセー

を書くように要請される。エッセーは，現代アメ

リカの事実を踏まえた上で，どのような視点から

論じてもよい。一つの視点に特化してポストエ業

社会を論じてもよいが，できれば二つ以上の視点

をクロスさせて論じることが期待されている。
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表２　単元構成一第８単元「ポストエ業化のアメリカ」の場合一

単　元　展　開 中　心　内　容　（　発　問　・　指　示　） 内容組織化の視点

導入部

【研究対象の概観】

研究対象についての

定義を探る

活

動

１

○ポストエ業社会とはどのような社会か。（自由主義国である現

代アメリカを事例とした様々な問いを考察するo）
【事例の概観から捉え

た理論的モデルの一般

的特質】

現代アメリカから概観

したポストエ業社会の

一般的特質

事

例

の

一

般

化

に

よ

る

理

論

的

モ

デ

ル

構

築

過

程

○現代アメリカ社会の特質を列挙しなさい。

○現代アメリカ社会は以前の単元で学習した工業社会の特質と

多くの点で異なっているか？

○現代アメリカのような社会を学者やコメンテーターがなんと

言っているか。

○どのような点で，社会は「工業化」を終え，「ポストエ業化」

になるのか。

展

開

部

展

開

１

【分析視点の細分化

による仮説の形成と

資料による仮説の吟

味】

文化的普遍素を分析

視点として研究対象

についての直感的な

仮説を形成し，それ

をグループ内で資料

によって吟味する

活

動

２

○これまでの単元で学習してきた文化的普遍素を列挙しなさい。

(出される文化的普遍素の例：家族組織，政治，言語，物質文

化，芸術，神話と科学的知識，財産，戦争，宗教的慣例など｡)

【事例を分析視点から

個別分析して捉えた理

論的モデルの一般的特

質】

現代アメリカを,個々の

文化的普遍素( 家族組

織，政治，言語，物質文

化，芸術, 神 話と科学的

知識，財産，戦争，宗教

的慣例など)から分析し

て捉えたポストエ業社

会の一般的特質

○ポストエ業化がそれぞれの文化的普遍素に対して与える影響

について，根拠を明示して暫定的な仮説を形成しなさい。（例：

「家族組織亅 の場合＝ポストエ業化した社会では，サービス業

の増大などに伴って女性の社会進出が増大し，収入が増えるの

で家族は安定する｡）

05,  6 人のグループに分かれて，リーダーを選び，現代アメリカ

について述べている資料（文書1 ～12）を読んで，それぞれの

資料を文化的普遍素のカテゴリーに従って分類し，それぞれの

文化的普遍素に見られる重要なパターンを探しなさい。

○資料を読んだとき，同じカテゴリーにあるもので，資料の見解

の不一致が見られるものについて説明しなさい。

○資料に関する様々な問いを立てて，グループ内で議論しなが

ら，さらに深く考察を行いなさい。

○各グループは，それぞれの文化的普遍素についての傾向性やパ

ターンについて，少なくとも一つの提案を引き出しなさい。

展

開

２

【議論による仮説の

吟味】

分析視点を細分化し

て形成した仮説をグ

ループ間の議論によ

って吟味する

活

動

３

○各グループのリーダーは，文化的普遍素についての傾向性やパ

ターンを発表しなさい。グループごとに不一致があるときには

それらの相違の根拠を提示しなさい。

活

動

４

○グループ問の相違を解決するための自分たちのアイデアを出

しなさい。相違を解決するために新たに問うべき項目を提案

し，根拠となる関連した情報を提示し，議論しなさい。

展

開

３

【仮説の修正】

仮説を資料と談論に

基づいて修正する

活

助

５

○これまでの資料と議論に基づいて以前の仮説を修正しなさい。

○もともとの仮説と，それのどこを修正したのかについて発表

し，議論しなさい。

○ポストエ業社会とはどのような社会か。（現代アメリカを事例

にした様々な問いを考察する｡）

終結部

【仮説の応用】

修正された仮説に基

づいて総合的に論を

展開する

評

価

○ポストエ業社会において文化的普遍素はどのような傾向性や

パターンを示すか，ポストエ業社会は工業社会と基本的にどの

ように異なっているかについて，仮説と現代アメリカの事実を

踏まえて，エッセーを書きなさい。（ある文化的普遍素に限定

して論を展開してもよいが，いくつかの文化的普遍素をクロス

させて総合的に論じることが望ましい｡）

【事例の個別分析を総

合して捉えた理論的モ

デルの一般的特質】

現代アメリカの分析結

果を総合して捉えたポ

ストエ業社会の一般的

特質

(Alder, D. D., Linden, G. M｡,  eds., TEACHING WORLD  HISTORY:  STR び'CTURE.£UNQ 田沢Y  THRO びGH  A HISTORICAL-

ANTE £ROPOLOGICAL  APPROACH,  Social Science Education Consortium, 1977, pp.121-139をもとに筆者作成。)

このように，単元は，歴史上の社会と文化的普

遍素の関係を，人類学者のアプローチで解明させ

るように構成されており，歴史を通して社会科学

を研究させる社会科学科歴史の原則を貫いたもの

になっている。

（2） 事例の一般化による理論的モデル構築過程

単元の大きな流れは，（１） のとおりであるが，

単元でめざされるのは，個々の分析視･氛から導か

れた仮説を総合し，子ども自身に理論的モデルを

構築させることである。表２の「内容組織化の視点」

には，その手順を大きく三段階の区分で示した。

導入部では，事例そのものから研究対象の社会

に迫 らせる。 ここでは事例となる現代アメリカを

概観させ， ポストエ業社会の一般的特質 に目を向

けさせることがめざされる。

展開部では，事例を分析視点から個別分析して，

理論的モデルの一般的特質を捉えさせる。展開 工，

２， ３で は，現代アメリカを対象化して分析し，

ポストエ業社会 における個々め文化的普遍素の傾

向性やパターンを引き出させている。

終結部では，個別分析の結果を総合させる。 こ

こではポストエ業社会について学習したことを整
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理し，エッセーを書かせることで，自分なりの社

会像を論理的に表現させようとしている。

単元の内容は，以上のように構成されるが，こ

の過程で子どもが習得するであろう知識を示せば，

図 工のようになる。図１では，文化的普遍素の中

の「家族組織」を中心として，子どもの知識がど

のように成長して ゆくかを模式的に示した。

展開１の活動２：前半部で は，分析視点となる

文化的普遍素が列挙され，それぞれについての仮

説が形成される。 ここで形成される仮説は，子ど

もの直感に依拠したものである。例えば，文化的

普遍素 匚家族組織」 であれば，匚ポストエ業化し

た社会では， サービス業 の増大などに伴って女性

の社会進出が増大し，収入が増えるので家族は安

定する」というような漠然としたものである。

その後，活動２：後半部で は，グループ ごとに

資料を読み，仮説が吟味される。資料は，現代ア

メ リカの家族に関して，「‾女性の役割増大による

ストレス」厂女性の犯罪率の上昇」匚女性の自殺率

の上昇」 匚離婚の増大」などの問題を記述してい

る。 これらの内容を加味し，仮説が吟味される。

活動３， ４では，グループ間で見解を発表し，

それについて議論が行われる。例えば「家族の規

模の縮小」，冂日来 の家父長制の崩壊」などの真偽

性が議論の争点 とされ，さらに仮説が吟味される。

活動５では，これまでの仮説が修正され，まと

められる。当初，ポストエ業社会の家族が安定し

たものであると考えていた子どもも，例えば，

匚家族に新たな問題が生じるので，旧来の秩序や

制度が廃れてゆく」，という方向に仮説をあらた

めることができる。

他の文化的普遍素についても同時並行的に検討

が行われ，知識を成長させてゆく。最終的に文化

的普遍素ごとの仮説の束を形成し，それを集積す

ることで，ポストエ業社会の理論，すなわちポス

トエ業社会論が構築されることになる。

このように，単元全体は，科学者の営みを追思

考させ，事例を一般化したモデルを子ども自身に

形成させる過程として構成されている。

Ⅲ。教材構成の基本原理とその論理的帰結

１．歴史による「類型的理論」の探求

本教材の分析結果をあらためて整理したい。

歴史的事象を用いて人類学の研究を行わせる本教

材の学習は，文化的普遍素に応じた個々の仮説を

同時に複数形成・吟味させ，最終的にそれを総合

することによって社会の理論的モデルを構築させ

るものになっている。その教材構成の背後にある

基本原理は，個々の歴史的事象，社会的事象を越

えて，いくっかの事象にみられる類似性を説明す

「家族組織」についての仮脱吟味　 「家族組織」について の仮説吟味　 「家族組織」についての仮説吟味
の視点①　　　　　　　　　　 の視点②　　　　　　　　　　 の視点③

畊 匝 コ ニ 三

質文化, 芸術, 神7 と科学的知識，

畊 匝 二 二 匸

他の文化的普遍素(言語，物質文化， 芸術，神話と科学的知識，財産，戦争など)についても同様の過程で知識の成長が なされる

図１　単元における知識成長のプロセスー第 ８単元，文化的普遍素「家族組織」を中心にー

(Alder, D.D., Linder, G.M｡eds.,  TEACHING ＷａＲ££> HISTO 匠ｙ･ ＳｔＲびCTURED  INQ びTRY  THR(:）びひH  A HISTOR 瓦誂£-

ANTE 沢０？０£OGICAL  APPRO. ぶ］'H, Social Science Education Consortium, 19Y7, pp.121-139をもとに筆者作成。）
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る知識の習得をねらいとし，提示する， というも

のである。例えば，子どもがポストエ業社会につ

いて習得した知識は， アメリカ以外にも適用可能

な知識であり，他の類似した社会の諸現象を説明

できる知識である。構築した理論的モデルは，類

似した事実を解釈し説明できる理論，すな わち

厂類型的理論」 として性格規定できるものである。

このような性質の理論を習得させるために，次

のような原則が指摘できる。まず，教材は，社会

科学が類型化し，抽象化した理論的モデルを研究

対象に設定し，さらにそれを場合分けし，分析視

点を細分化する，という手順で構成する必要かお

る。そして，歴史上の社会から典型的な事例をで

きる限り地域・時代が重複しないように選択し，

子どもが分析するための事実とそれに関する資料

を用意して内容を組織しなければならない。

なお，理論は，あらかじめ場合分けして設定す

るものの，習得される理論 の内実については，子

どもの分析結果を重視する。可能な限り子どもの

認識を開くために，正解を明示することはない。

教材開発者は，このような探求を 匚構造化された

探求」と称し，次のように説明している。

厂授業 に含まれている方略は，多 くの統制を教

｡師の側か保つ。学習される主題は，学習手順と

して前もって教師が選択する。生徒は，自分の

問題を提示し，追求することができるよう， こ

のフレームワークではかなりの自由が認められ

る。彼らは，自分の結論，推論，一般化を引 き

出す。彼らは，比較をし， データのいくつかを

推察するように促される。彼らは特定の答えを

探求するようには制限されない。」lO）

厂構造化された探求」は，教師が学習を主導し，

子どもが資料と議論に基づいて 厂類型的理論」を

構築する活動である。本教材から導かれた原則で

教材を構成するとき， このような探求を保障する

ことが期待できる。

２．「類型的理論」 の習得による現実対応的な社

会認識形成

匚類型的理論」を探求させる社会科学科歴史の

教材は，子どもの認識を閉ざすことなく，様々な

理論的モデルを構築させる。学習の成果として子

どもに内面化されるものは，自身の吟味を通して

-

獲得された理論であり，場合分けされ，多くの分

析視点,から構築したモデルである。そしてそれは，

様々な社会や事象を，人間社会一般や政治・経済

一般にあてはまるような大概念で捉えるのではな

く，より限定的に現実と対応させながら捉えるこ

とを可能にするＯ また， それらに対する評価や判

断を合理的に下すための基礎になる。

例えば，厂現代日本」 の実態や現象を解明しよ

うと思えば，習得したポストエ業社会論を投げか

け，家族組織や政治など，多くの俔曵からアプロー

チしてゆくことができよう。対象社会に対して，

内部構造を要素ごとに検討しつつ，注意深くその

本質に迫ることを可能にするわけである。そして

それは，普遍的な理論ではなく，より限定された

理論で捉えられるからこそ厳密で確実なものにな

りうる。ここにこの学習の最大の意義がある。

３．理論の妥当性に関する問題

本教材の分析で示した「類型的理論」 探求学習

には，実践に向けてクリアすべき問題がある。そ

れは，習得される理論の妥当性に関係する。本教

材で示した学習は，子ど もが構築した理論を他の

事例にあてはめ，その有効欧を検証する過程が必

ずしも組み込まれてはいない。このような過程を

用意することによって，ひとたび構築した理論を

相対化し，さらに精密なものにすることが可能に

なろう。

IＶ. おわりに

匚類型的理論」探求学習としての社会科学科歴

史教材は，多くの現実社会を捉え，実態に即して

多面的に考察し，本質に迫るための知識を獲得さ

せるところに特質かおる。 そしてそれは歴史を通

して学習させることによって，通時間的に類型化

された理論を提示できると同時に，最 も典型的な

事例を提示することを可能にしている。社会科学

科歴史の一つのあり方を示唆するものといえよう。

最後に，「普遍的理論」探求型の社会科学科歴

史教材と，厂類型的理論」探求型の社会科学科歴

史教材の関係について述べておきたい。

「’普遍的理論」探求型の教材は，様々な時代の

様々な地域から事例を選択し，その分析を通して，

どの社会にもあてはまる説明力の大きい理論を習
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得させることがめざされるＯ もちろん，様々な社

会や事象を分析し，整理する過程において 匚類型

的理論」を習得させることもある。その意味で，

「普遍的理論」探求型 は「‾類型的理論」探求型を

包摂したものであるといえる。しかし，学習の最

終的な目的が 匚普遍的理論」 の習得にあれば， ど

うして も 匚類型的理論」の内実を充実させること

については引き下がることになる。それに対して，

匚類型的理論」の学習に焦点化した教材は，匚普遍

的理論」探求型の教材よりも，習得する知識の転

移性 は弱まるものの，現実に即したきめ細やかな

理論的モデルを構築することが可能になる。

匚類型的理論」探求型 は，匚普遍的理論」探求

型の下位形態として位置づくものではあるが， そ

れ独自の意義 も有しているＯ 社会科カリキュラム

全体において，二つの型をどのように位置づけれ

ばよいのか，ということについて は，さらなる研

究課題としたい。

【註】

１）『探求による世界史』 については，次の論文

を参照されたい。森分孝治「歴史教育の革新一

社会認識教育としての歴史教育－」『社会科研

究』第20 号, 1972, 小原友行「社会科探求学

習 における教材構成一Ｂ．Ｇ． マシャラスの場

合一」中国四国教育学会『教育学研究紀要』第

21巻, 1975, 拙稿「社会システム論を基盤とする

世界史課程編成一Ｂ. Ｇ. マシャラス「探求によ

る世界史」を手がかりとしてー」中国四国教育学

会『教育学研究紀要』第46 巻第二部, 2000o

2）森分孝治氏によれば，一般的説明的知識には，

「普遍的理論」 と「類型的理論」 があるとされ

る。「普遍的理論」とは，特定の事象や類型を

こえて社会や歴史一般にみられる規則匪を叙述

したものである。森分孝治「開かれた科学的認

識形成の授業構成（二）一子どもと社会科学－」

『教育科学　社会科教育J  No.238, 明治図書，

1983, p.107, 森分孝治『現代社会科授業理論』，

明治図書, 1984,  pp.l09-121o

3 ）『探求 による世界史』は「政治 システム」や

「経済組織」などの単元からなり，社会 システ

ム一般の原理的な要素に着目して構成されてい

る。

４）匚類型的理論」 とは， 特定の事象をこえて，

同じ類型の事象に見 られる傾向性や特色を叙述

したものである。森分孝治「開かれた科学的認

識形成の授業構成（二）一子どもと社会科学－」

『教育科学　社会科教育j  No.238, 明治図書，

1983, pp.  106-107, 森分孝治『現代社会科授業

理論』， 明治図書, 1984,  pp.109-121 。 なお，

理論探求型歴史学習の代表的研究として，原田

智仁氏の「中範囲理論」の探求学習が挙げられ

る。氏の研究 は，わが国の世界史教育 における

実現可能性を重視した開発研究であるため，氏

の提示する「中範囲理論」は，時間的空間的に

限定された特定の事象 に関する歴史理論が中心

になっている。例えば，「前近代の東アジア」

に関する「冊封体制の理論」などである。原田

智仁『世界史教育内容開発研究一理論批判学習一』

風間書房, 2000o それに対して，「類型的理論」

は，前近代東アジア史といった特定の事象をこ

えて，様々な社会に類似的にみられる事象を分

析し，抽象化して構成された理論である。本稿

の 厂類型的理論」探求学習は，より転移力 の大

きい知識を習得させようとするものである。

5)  D.D. アルダーは， 世界史 による市民性育成

のための概念学習を提案している。 Alder, D.D.,

Lindhardt,  S.J., "World　History:　Build-　ing

Conceptual　Understanding for　Citizenship",

Social Education, vol.45, November/ December,

1981, pp.548-551.

6) Alder, D.D., Linden, G.M 。eds., TEﾝ托麗ING

ＷＯ沢££) HISTO 呪ｙ･ ＳｔＲびCTURED  INQUIRY

77ﾓ訳０匯:訝 Å　HISTORICAL-ANTHROPOLOGI 匸

CAL  APPROACH,  Social Science Education

Consortium,  1977.

7）乃id., p.5.

8）「エスキモー」や「ブッシュマン」などの表現は，

現在においては使用されないものであるが，ここ

では教材の言葉をそのまま使用する。

９）匈｡治｡6),  pp.121-139･

10）乃辺｡, pp.4-5.
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